研究課題名
「当院におけるバルトネラ属感染症の状況について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（承認番号　H27中倫小第７号）
　　　　　　　　　　　　　　　
研究実施についてのお知らせ

　感染症内科では、ネコなどの動物からヒトに感染してリンパ節炎や心内膜炎など多彩な疾患を引き起こすことのあるバルトネラ属に感染された症例について、後向き研究を実施しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年4月24日
【研究課題名】
当院におけるバルトネラ属感染症の状況について
　
【研究期間】
2015年4月～10月

【調査対象】
1986年以降 当院においてバルトネラ属（Bartonella henselaeおよびB. quintana）による感染症と診断された症例

【研究目的・意義】
人獣共通感染症であるバルトネラ属感染症についての現状を調べることで、その感染を起こすリスクを明らかにし、今後沖縄における本疾患の予防や治療に有用な知見を得ます。

【研究の方法】
　診療録および検査結果から得られる情報を抽出します。患者に新たな検査の依頼などを行うことはありません。

【個人情報の取扱い】
抽出された患者情報のうち個人が特定されるもの（名前、ID、住所など）は削除して研究に用います。

【研究機関】
沖縄県立中部病院
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